
年度 回 問題番号 問題文 正解選択肢

令和５年度 第３６回 8
知覚に関する次の記述のうち、大きさの恒常性の事例として、最も適切
なものを１つ選びなさい。

同じ人物が遠くにいる場合と近くにいる場合とでは、距離の違いほどに
人の大きさが違って見えない。

令和５年度 第３６回 9
次の記述のうち、オペラント条件づけの事例として、最も適切なものを１
つ選びなさい。

人に迷惑をかけるいたずらをした子どもを叱ったら、その行動をしなく
なった。

令和５年度 第３６回 10
記憶に関する次の記述のうち、ワーキングメモリー（作動記憶）について、
最も適切なものを１つ選びなさい。

暗算をするときなど、入力された情報とその処理に関する一時的な記憶
である。

令和５年度 第３６回 11
職場でうまく適応できない原因に関する相談者の次の発言のうち、ワイ
ナー（Weiner,B.）による原因帰属の理論に基づき、安定し、かつ外的な
原因による例として、最も適切なものを１つ選びなさい。

業務内容が難しかったことが原因です。

令和５年度 第３６回 12
心的外傷後ストレス障害（PTSD）の症状に関する次の記述のうち、回避
症状の事例として、最も適切なものを１つ選びなさい。

交通事故にあった場所を通らないようにして通勤している。

令和５年度 第３６回 13
次のうち、小学校就学前の5歳児を対象とできる心理検査として、最も適
切なものを１つ選びなさい。

田中ビネー知能検査Ⅴ

令和５年度 第３６回 14
クライエント中心療法に関する次の記述のうち、最も適切なものを１つ選
びなさい。

クライエントの話を非指示的に傾聴していく。

令和4年度 第35回 8
次の記述のうち、内発的動機づけとして、最も適切なものを1つ選びなさ
い。

投資に偶然興味を持ったので、勉強した。

令和4年度 第35回 9
次の記述のうち、性格特性の5因子モデル（ビッグファイブ）の1つである
外向性の特徴として、最も適切なものを1つ選びなさい。

他者との交流を好む。

令和4年度 第35回 10
集団における行動に関する次の記述のうち、傍観者効果の事例として、
最も適切なものを1つ選びなさい。

路上でケガをしたために援助を必要とする人の周囲に大勢の人が集まっ
たが、誰も手助けしようとしなかった。

令和4年度 第35回 11
子どもの発達に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさ
い。

社会的参照は、新奇な対象に会った際に、養育者などの表情を手掛かり
にして行動を決める現象である。

令和4年度 第35回 12
次の記述のうち、問題焦点型ストレス対処法（コーピング）の事例として、
最も適切なものを1つ選びなさい。

困難事例に対応できなかったので、専門書を読んで解決方法を勉強し
た。

令和4年度 第35回 13 心理検査に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。 乳幼児の知能を測定するため、WPPSIを実施した。

令和4年度 第35回 14 心理療法に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。
社会生活技能訓練（SST）は、クライエントが役割を演じることを通して、
対人関係で必要な技能の習得を目指していく。

令和3年度 第34回 8
次の記述のうち、レスポンデント（古典的）条件づけの事例として、最も適切なも
のを1つ選びなさい。

自動車を運転しているときに事故に遭ってから、自動車に乗ろうとする
と不安な気持ちを強く感じるようになった。

令和3年度 第34回 9
記憶に関する次の記述のうち、展望的記憶の事例として、最も適切なも
のを1つ選びなさい。

友人と遊園地に行く約束をしていたので、朝から出掛けた。

令和3年度 第34回 10
ピアジェ（Piaget, J.）の発達理論に関する次の記述のうち、最も適切な
ものを1つ選びなさい。

具体的操作期には、コップから別の容器に水を移したときに液面の高さ
が変化しても、量は変わらないことが理解できる。

令和3年度 第34回 11
エリクソン（Erikson, E.）の発達段階説における各発達段階の課題に関
する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。

老年期では、統合感の獲得である。

令和3年度 第34回 12 ストレスに関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。
ホメオスタシスとは、外的内的環境の絶え間ない変化に応じて、生体を一
定の安定した状態に保つ働きのことである。

令和3年度 第34回 13 心理検査に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。
ロールシャッハテストは、図版に対する反応からパーソナリティを理解す
る投影法検査である。

令和3年度 第34回 14 心理療法に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。
精神分析療法では、無意識のエス（イド）の活動と、意識の自我（エゴ）の
活動とが適切に関連するよう援助する。

令和2年度 第33回 8
マズロー（ Maslow, A.）による人間の欲求階層又は動機づけに関する
理論について、次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。

自己実現の欲求は、成長欲求（成長動機）といわれる。

令和2年度 第33回 9 知覚に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。
外界の刺激を時間的・空間的に意味のあるまとまりとして知覚する働き
を、知覚の体制化という。

令和2年度 第33回 10
社会的関係において生じる現象に関する次の記述のうち、最も適切なも
のを1つ選びなさい。

頻繁に接触する人に対して、好意を持ちやすくなることを、単純接触効果
という。
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令和2年度 第33回 11 発達障害に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。
自閉スペクトラム症（ ASD ）と注意欠如・多動症（ ADHD ）の両方が併
存することがある。

令和2年度 第33回 12
心的外傷後ストレス障害（ PTSD ）に関する次の記述のうち、最も適切な
ものを1つ選びなさい。

心的外傷後ストレス障害（ PTSD ）は、自然災害によっても引き起こされ
る。

令和2年度 第33回 13 心理検査に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。
WISC-Ⅳの結果、四つの指標得点間のばらつきが大きかったので、全検
査IQ（ FSIQ ）の数値だけで全知的能力を代表するとは解釈しなかっ
た。

令和2年度 第33回 14
認知行動療法に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさ
い。

他者の行動観察を通して行動の変容をもたらすモデリングが含まれる。

令和元年度 第32回 8
次のうち、馴化（じゅんか）による行動の記述として、適切なものを1つ選
びなさい。

同じ大きな音が繰り返されるにつれて、驚愕（きょうがく）反応が小さく
なった。

令和元年度 第32回 9
パーソナリティの理論に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びな
さい。

ユング（ Jung, C. ）は、外向型と内向型の二つの類型を示した。

令和元年度 第32回 10 愛着理論に関する次の記述のうち、適切なものを1つ選びなさい。
愛着のタイプに影響を及ぼす要因には、養育者の子どもに対する養育態
度だけでなく、子ども自身の気質もある。

令和元年度 第32回 11
前期高齢者（65 ～ 74歳）における認知機能や知的機能の一般的な特
徴について、適切なものを1つ選びなさい。

作動記憶の機能は、加齢による影響が顕著にみられる。

令和元年度 第32回 12 ストレスに関する次の記述のうち、適切なものを1つ選びなさい。
ハーディネスとは、ストレスに直面しても健康を損なうことが少ない性格
特性である。

令和元年度 第32回 13
ストレス反応の1つであるバーンアウトの症状に関する次の記述のうち、
最も適切なものを1つ選びなさい。

人を人と思わなくなる気持ちが生じる。

令和元年度 第32回 14 心理療法に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。 森田療法は、不安をあるがままに受け入れられるように支援していく。

平成3０年度 第31回 8
次の記述のうち、内発的動機づけによる行動として、最も適切なものを1
つ選びなさい。

絵を描くことが楽しくて、時間を忘れて取り組んだ。

平成3０年度 第31回 9 感覚・知覚に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさい。 仮現運動は、知覚的補完の一つである。

平成3０年度 第31回 10 記憶に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさい。
意味記憶とは、「日本の都道府県の数は47である」というような、一般的
な知識に関する記憶である。

平成3０年度 第31回 11 防衛機制に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさい。
父から叱られ腹が立ったので弟に八つ当たりした。これを置き換えとい
う。

平成3０年度 第31回 12
ストレス対処法（コーピング）に関する次の記述のうち、最も適切なものを
1つ選びなさい。

利用者との面接がうまくいかなかったので、新しいスキルを身につける
ため研修会に参加した。これは、問題焦点型コーピングである。

平成3０年度 第31回 13 心理検査に関する次の記述のうち、適切なものを1つ選びなさい。 PFスタディでは、欲求不満場面での反応を測定する。

平成3０年度 第31回 14
心理療法に関する次の記述のうち、行動療法に基づく技法に該当するも
のとして、最も適切なものを1つ選びなさい。

不安喚起場面に繰り返し曝すことで、クライエントの不安感を低減させ
る。

平成29年度 第3０回 8
試験に失敗したときに生じる原因帰属に関する次の記述のうち、内的帰
属の例として適切なものを1つ選びなさい。

勉強不足に原因がある。

平成29年度 第3０回 9
次の記述のうち、オペラント条件づけにおける正の強化の事例として、最
も適切なものを1つ選びなさい。

宿題をやってくるたびに褒めていたら、宿題を忘れずにやってくるように
なった。

平成29年度 第3０回 10 思考や知能に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさい。
結晶性知能とは、過去の学習や経験を適用して得られた判断力や習慣の
ことである。

平成29年度 第3０回 11
集団における行動に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさ
い。

傍観者効果とは、緊急的な援助を必要とする場面であっても、周囲に多
くの人がいることによって、援助行動が抑制されることをいう。

平成29年度 第3０回 12
ピアジェ（ Piaget, J. ）の認知発達理論に関する次の記述のうち、正し
いものを1つ選びなさい。

可逆的な操作は、具体的操作期に可能となる。

平成29年度 第3０回 13
バーンアウト（ 燃え尽き症候群 ）に関する次の記述のうち、最も適切なも
のを1つ選びなさい。

仕事に対する個人的達成感の低下が生じる。

平成29年度 第3０回 14
カウンセリングや心理療法に関する次の記述のうち、最も適切なものを1
つ選びなさい。

社会生活技能訓練（ SST ）では、ロールプレイなどの技法を用い、対人
関係で必要なスキル習得を図る。



平成28年度 第２９回 8
次の記述のうち、大脳の前頭葉の説明として、最も適切なものを1つ選び
なさい。

計画、判断、評価、創造などの高次精神活動に関係する。

平成28年度 第２９回 9 気分に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。 生起した原因は曖昧である。

平成28年度 第２９回 10 感覚・知覚に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさい。
中空にある月より地平線に近い月の方が大きく見える。これは錯視によ
る。

平成28年度 第２９回 11
記憶に関する次の記述のうち、エピソード記憶の例として、最も適切なも
のを1つ選びなさい。

昨晩、近くのファーストフード店でハンバーグカレーを食べた。

平成28年度 第２９回 12 適応機制に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ選びなさい。
合理化とは、自分がとった葛藤を伴う言動について、一見もっともらしい
理由づけをすることをいう。

平成28年度 第２９回 13 系統的脱感作法の説明として、最も適切なものを1つ選びなさい。
クライエントは、個別に作成された不安階層表を基に、リラックスした状態
下で不安の誘発度の最も低い刺激から徐々に刺激が増やされ、段階的に
不安を克服していく。

平成28年度 第２９回 14
カウンセラーの次の発言のうち、来談者中心療法における「受容」の応答
例として、最も適切なものを1つ選びなさい。

「あなたご自身が体験され苦痛を感じたいくつかの話をお聴きし、私は
今あなたが辛い思いをされているのが分かります」

平成２７年度 第28回 8
次の記述のうち、達成動機の高い人に関するものとして、適切なものを1
つ選びなさい。

高い目標を設定し、困難な課題に果敢に挑戦しようとする。

平成２７年度 第28回 9
次の記述のうち、学習の形成における洞察学習の例として、正しいもの
を1つ選びなさい。

檻の中で天井に吊るされたバナナを取りたいチンパンジーは、すぐさま
箱をバナナの下に引き寄せ、その上に登って、手にした棒でバナナをたた
き落とした。

平成２７年度 第28回 10
次の記述のうち、フリードマン（Friedman,M.）とローゼンマン
（Rosenman、R.H.）によって提唱されたタイプA行動パターンに関する
ものとして、最も適切なものを1つ選びなさい。

同時にいくつもの仕事を引き受けて、次々にやってくる締切りに追われ
る。

平成２７年度 第28回 11
個人と集団の関係に関する次の記述のうち、内集団バイアスの説明とし
て、最も適切なものを1つ選びなさい。

各個人が、自分が属する集団の成員のことを、それ以外の集団の成員よ
りも好意的に評価すること。

平成２７年度 第28回 12 遺伝と環境に関する学説として、正しいものを1つ選びなさい。 成熟優位説では、学習を成立させるために必要なレディネスを重視する。

平成２７年度 第28回 13
アイビイ（Ivey,A.）のマイクロカウンセリングの基本的かかわり技法に関
する次の記述のうち、「開かれた質問の例」として、正しいものを1つ選び
なさい。

あなたは、結婚についてどのように感じておられますか?

平成２７年度 第28回 14 心理療法に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさい。
家族療法のシステムズ・アプローチでは、家族間の関係性の悪循環を変化
させる。

平成２６年度 第２７回 8 感覚・知覚に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさい。
網膜像から対象物の形を知覚するには、認識対象の形を背景から浮き立
たせる「図と地の分離」が必要である。

平成２６年度 第２７回 9
パーソナリティに関する次の記述のうち、特性論の説明として、最も適切
なものを1つ選びなさい。

外向性・神経症傾向・誠実性・調和性・経験への開放性から成るビッグファ
イブ（5因子説）は、特性論の一例である。

平成２６年度 第２７回 10 防衛機制に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさい。
競争心が高まりライバルを攻撃したくなった。しかし、それは不適切だと
感じ、ボクシングの練習で気持ちを解消した。これを昇華という。

平成２６年度 第２７回 11
ストレスとストレス対処法（コーピング）に関する次の記述のうち、最も適
切なものを1つ選びなさい。

ある友人との人間関係が悪化して悩んでいたが、機会をとらえ、仲直り
し、悩みが解消した。これは問題焦点型コーピングである。

平成２６年度 第２７回 12 人格検査に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさい。
TAT（主題統覚検査、絵画統覚検査）は、提示された絵を見て作った物語
の内容から、隠された欲求やコンプレックスの存在を明らかにする。

平成２６年度 第２７回 13
来談者中心療法におけるクライエントの「感情の明確化」を用いたカウン
セラーの応答として、最も適切なものを1つ選びなさい。（以下Clはクライ
エント、Coはカウンセラーとする。）

Cl:「私はもう何も信じられません…会社を辞めたいとも思うのですが
…」　　Co:「まだ心の整理がつかず、つらい思いをしておられるんです
ねぇ…」

平成２６年度 第２７回 14 心理療法に関する次の記述のうち、正しいものを1つ選びなさい。
認知的再体制化を中心とした認知行動療法では、クライエントの自己への
評価の低さや自己非難に伴う否定的な感情に注目し、その認知的枠組み
や信念を修正する。

平成２５年度 第２６回 8
マズロー（ Maslow, A.）の人間の動機又は欲求理論に関する次の記述
のうち、正しいものを1つ選びなさい。

幼児の場合、恐怖又は危険に対する反応が直接的かつ明瞭に出現するの
は、幼児はこの反応を抑制しないからだと考えられる。

平成２５年度 第２６回 9
レスポンデント（古典的）条件づけとオペラント（道具的）条件付けに関す
る次の記述のうち、正しいものを１つ選びなさい。

イヌが前足を出そうとしたときに、その行動をほめていたら、「お手」をす
るようになった。これはオペラント条件づけである。

平成２５年度 第２６回 10 集団の機能に関する次の記述のうち、正しいものを１つ選びなさい。
集団のサイズはある大きさまでは同調を促進させるが、あるサイズ（課題
や被験者によって異なる）以上では差が生じないか、あるいは減少をも
たらす。

平成２５年度 第２６回 11 発達に関する次の記述のうち、正しいものを１つ選びなさい。
身体的発達は、首→胸→腰→脚→足首→足指という頭部から尾部への方

向性と、肩→腕→手首→指先という中軸部から末梢部への方向性をと
る。



平成２５年度 第２６回 12
カウンセリングに関する次の記述のうち、最も適切なものを１つ選びなさ
い。

ピアカウンセリングでは、同じ悩みを抱える仲間の中で支援のためのスキ
ルを学んだ人が、当事者に対して問題を自分自身で解決できるよう手助
けをする。

平成２５年度 第２６回 13
クライエントの行動特徴と防衛機制に関する次の記述のうち、正しいもの
を１つ選びなさい。

父親に対する憎しみの感情を抑えた高校生のG男さんは、ときに父親に
対して極端な気遣いや過剰な配慮を示すことがある。これは反動形成と
考えられる。

平成２５年度 第２６回 14 心理療法に関する次の記述のうち、正しいものを１つ選びなさい。
行動療法では、恐怖症のような不適応行動を誤って学習された行動と考
え、それを修正するための再学習を行うことが重要である。

平成２４年度 第２５回 8 睡眠に関する次の記述のうち、正しいものを１つ選びなさい。
レム睡眠時の抗重力筋の筋緊張は著しく低下し、身体全体は弛緩（シカ
ン）している。

平成２４年度 第２５回 9 心理的効果に関する次の記述のうち、正しいものを１つ選びなさい。
ピグマリオン効果とは、自分が相手に対してある期待を持つと、自分自身
が意識しないうちに当該期待に沿った行動を、自らがとってしまうという
行動傾向をいう。

平成２４年度 第２５回 10
集団の心理社会に関する次の記述のうち、最も適切なものを１つ選びな
さい。

社会的手抜きとは、集団で課題に取り組み、それぞれの人がどのくらい
努力したかが目立たない状況だと、一人当たりの遂行量や努力が低下す
る現象をいう。

平成２４年度 第２５回 11
思春期・青年期の発達に関する次の記述のうち、正しいものを１つ選びな
さい。

他の人のためになるよう意図された自発的な行動は向社会的行動と呼
ばれ、利己的な理由から人を助ける行動も含まれる。

平成２４年度 第２５回 12 臨界期に関する次の記述のうち、最も適切なものを１つ選びなさい。
ハイイロガンのヒナは、孵化直後の臨界期に出会った運動体に対して、後
追い行動をする。

平成２４年度 第２５回 13
心的外傷後ストレス障害（PTSD）に関する次の記述のうち、最も適切な
ものを１つ選びなさい。

この概念によって、戦争や自然災害、犯罪被害体験に対する反応などを
統一的に論じることが可能となった。

平成２４年度 第２５回 14 心理療法に関する次の記述のうち、最も適切なものを１つ選びなさい。
構造的家族療法では、家族集団をセラピーの単位として扱い、個人の問題を家
族という脈絡のなかでとらえようとする。

平成23年度 第２４回 8
次の記述のうち、知覚の恒常性を説明する日常における事例として、最
も適切なものを一つ選びなさい。

斜め上からコーヒーカップのふちを見たとき、その人の網膜像は楕円で
あるにもかかわらず、その人は「そのコーヒーカップのふちは円形をして
いる」と見る。

平成23年度 第２４回 9 記憶に関する次の記述のうち、正しいものを一つ選びなさい。
作動記憶とは、状態変化の文脈を過去数分間にわたって貯蔵することに
よって、事象の知覚、談話の理解、推理や算数の課題などの活動や課題
の遂行を可能にする記憶をいう。

平成23年度 第２４回 10
子どもの発達の一般的な時期に関する次の記述のうち、正しいものを一
つ選びなさい。

Dちゃんは、4か月の頃にはコップで飲むことができるようになり、1歳の頃に
はストローを使って飲むことができるようになった。

平成23年度 第２４回 11
アイデンティティ・ステイタスに関する次の記述のうち、最も適切なものを
一つ選びなさい。

アイデンティティ拡散とは、傾倒すべき対象をもたず、自分の生き方がわ
からない状態をいう。

平成23年度 第２４回 12
ストレスを少なくする方法に関する次の記述のうち、ストレス軽減に役立
つ気の持ち方として、最も適切なものを一つ選びなさい。

「仕事はたくさんあるけれど、今日は休日なので休もう」と思う。

平成23年度 第２４回 13
コミュニティ心理学からみた援助の視点に関する次の記述のうち、最も
適切なものを一つ選びなさい。

職場のメンタルヘルスにおいては、セルフケア、ラインによるケア、事業場
内生業保健スタッフ等によるケア、事業場外資源によるケアを行うことが
重要とされる。

平成23年度 第２４回 14 心理療法に関する次の記述のうち、最も適切なものを一つ選びなさい。
遊戯療法は、言葉で表現できない深い感情や複雑な問題状況を表現でき
る特性があり、遊びそれ自体を自分自身のありのままの表現ととらえる。

平成2２年度 第２３回 8
次の記述のうち、内発的動機に基づく行動として、最も適切なものを一
つ選びなさい。

興味を持ったので、社会保障の勉強を始めた。

平成2２年度 第２３回 9
次の記述のうち、オペラント（道具的）条件づけによる行動として、適切な
ものを一つ選びなさい。

子どもが、周囲の大人から繰り返しほめられた行動を行うようになる。

平成2２年度 第２３回 10
次の記述のうち、シュプランガー（Spranger,E.）の類型論に基づくもの
として、適切なものを一つ選びなさい。

社会活動に熱心で、他者や社会一般の福祉の増進に興味をもっており、他者を
愛し、他者のために奉仕することに高い価値を置く人は、社会型とされる。

平成2２年度 第２３回 11
乳幼児期における発達的変化に関する次の記述のうち、正しいものを一
つ選びなさい。

乳児期に見られる社会的参照は、新奇な対象に出会ったときに母親など
関与者の表情を手掛かりにして、自分の行動を決める現象である。

平成2２年度 第２３回 12
ストレスが引き起こす状態に関する次の記述のうち、適切なものを一つ
選びなさい。

燃え尽き症候群の予防策としては、個人の組織の両面でストレス管理に
取り組むことが必要とされている。

平成2２年度 第２３回 13
カウンセリングにおける介入法に関する次の記述のうち、最も適切なも
のを一つ選びなさい。

認知的・行動的カウンセリングは、不適切な思考が苦しい感情や有害な行
動の原因とみて、非合理的な認知を修正することによって行動の改善を
目指す。

平成2２年度 第２３回 14 心理療法に関する次の記述のうち、適切なものを一つ選びなさい。
箱庭療法では、自由にして保護された空間の中でクライエントが自己を表
現していくにつれて、内なる自己治癒力が働き始めると考える。

平成2１年度 第２２回 8 感覚・知覚に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。
映画のフィルムは１コマごとの静止画像なのに，連続して提示すると動い
て見えるのは，仮現運動によるものである。



平成2１年度 第２２回 9 社会的な行動に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。
集団の成員の多くが個人の利益を追求することで，集団全体として大き
な不利益の結果が生じることを社会的ジレンマという。

平成2１年度 第２２回 10 発達理論に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。
ヴィゴツキー（Vygotsky,L.）によれば，子どもの知的発達には，独力で
問題解決できる水準と，他者からの援助などによって達成が可能な水準
があると考えられる。

平成2１年度 第２２回 11 ストレスに関する次の記述のうち，適切なものを一つ選びなさい。
ストレスが誘因となって生じる症状には，過換気症候群や過敏性腸症候
群などがある。

平成2１年度 第２２回 12
矢田部ギルフォード（YG）性格検査の５つの性格類型に関する次の記述
のうち，適切なものを一つ選びなさい。

Ｃ型は，情緒が安定し，行動が消極的であり，リーダーとして他人を引っ
ぱっていく力は弱い。

平成2１年度 第２２回 13
フロイト（Freud,S.）の精神分析理論に基づく自己洞察に関する次の記
述のうち，最も適切なものを一つ選びなさい。

「この人は認知症を患っているのかもしれない・・・」という心のつぶやき
は，自我の機能による。

平成2１年度 第２２回 14
個々の心理療法の定義や特徴に関する次の記述のうち，正しいものを一
つ選びなさい。

エンカウンターグループは，心理的な問題をもたない人々に対しても，さ
らなる心理的成長を目指すグループアプローチとして用いられる。


